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はじめに

村上之伸

[iJ~南語は漢語方言の有力な一つである。そこにみられる「有〈的と「無

(bδ)Jは共通語の「有/没有」に相当し「有/没有」がもっ存在・所有の

意味とは次のような対応をみせるO

(1) Chia bo chheh. (這無冊〉く這裏没有害)1)

(2) Goa註 nfigp加 chheh. (我有南本冊〉く我有南本書〉

関南詰「有/無Jはその他にも共通語「有/没有」にはみられない極めて特

殊な現れ方をする。例えば

(3) Hit nia sa n bo sui. (彼領杉無美〉く牢那件衣服没有漂亮)2)

く那件衣服不漂亮〉

(4) Cha-hng goa ii be chit pun siau叩 at. (昨昏我有寅一本小説〉

く*昨天我有寅一本小説〉く昨天我寅了一本小説〉

(5) Tai-oan-oe goa thian bo. (台湾話我襲、無〉く*台湾話我諜没有〉

く台湾話我諜不器〉

(3)(4)は「有/無jが形容認句，動詞匂にそれぞれ先行する例で， (5)は動詞

の後に「有/無jが出現する例であるが，全て共通語の「没有/有」と対応

していなし、3)。

動詞，形容認と共起する「有/無Jについては以前から研究がされている。
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その仁!こIで「有/無」の121認についてはさまざまなとらえかたがされてきた。

“過去の動作を表わす日としたのは台湾総替m:(1932)，李 (1950)などで初

期の研究ではこのように扱われていた。“情意詞刊という 121詞をたてて， [有

/無Jをそこ vこ含めたのは王 (1957)で，

(6) Bin-a -chai註 khihak-hau. (明{子再有去学校〉

としづ未来の表現を{J~ に挙げ， I有/無」には“確認をあらわす"意味があ

るとした。その後のヰlllHミ(1971)ではアスペクトマーカーとみなして， I有

/無J~こ「その動詞・形容詞の動作相(あるいは時点性〉を静止;f:13 (あるい

は継続性〉に shiftさせる機能Jがあると述べた。また樋仁1(1977)では動

詞とみなし， !有/無」は性状，事態の“存在日を表わすとした。最近では

対t(1986)が のみの特性を述べて， I有/無jを助動詞とみなしてい

る。

拙論では，共通語の動詞を分類した後に， I~~南詰「有/無」と共通誌の表

現形式を対照させ， !有/無j全体の文法的意味を検討した¥，，4)。

2 動認の分類

本論で扱う“動詞日とは，広義の意味で形容詞も含む，仁iコi主!誌で言うとこ

ろの“講認日であるO そうしたのは関南詰「有/無j の;文法的意味を考える

場合には，言うまでもなく形容詞も無視することができないからである。

まず，形容詞は，朱符、照 (1982)，ヤーホントフ (1957)を参考とし f“狼

・最・更日といった程度高lj詞を先行でき，賓認が置けない動詞j と定義する。

以下は形容詞(後述の①の動詞〉の例である。

貴，大，遠，好，貯，高，冷，熱，甜，難，軟，呑， )享，紅，夜，容易"

美麗，合子服，親熱，熱問，緊張，奇怪，聴切など。

更に狭義の動詞を動作行為の完了，発生の否定ffilJ詞“没(有〉日が先行で

きるかどうかで二つに分ける。先行できない動詞を以下に挙げる。

↑自，愛，想， '1長，像， ;f、自信，懐疑，喜歓，羨慕，了解，明白，女[J道，認識，

是， I叱姓 などO

これらは状態性のみを表すので“状態動詞(後述の②の動詞)"とするの。形

容認と状態動詞は動作性を持っていないという点で共通しているので，まと

めて ι非動作動詞"とする。

次に“動作動詞日を下位分類する。まずアスペクト詞“着 (zhe)日が共起

できるかどうかで二つに分類する。“着"には“動作や状態を持続"させる

働きがある。逆に言えば，共起で、きない動詞は持続性を備えていないのであ
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る。 {yl]えば

*他去若早校。

とし、う文は成立しなし、。この種の動詞を“非持続性動詞(後述の③の動認))}

とし以下のような動詞を含める。

死傷臨rr 惚完了(li足 。) 来四 去到中熱敗没合併

出現成立批准出嫁投降結束岩見聴見通見解肉離I~ß

分間効平成国成記住提出修好学舎吃飽叫醒幹完起来

上来進来出来@来上去下去出去進去回去など

“着"をとることができる動詞“持続性動詞"をさらに意味から分類するO

“おη が動詞と共起する場合，動詞によって“若刊はその意味的作用を変

える。例えば，

①他f111~碗又~T路地i弱着水。〈彼等は-{01i，一碗と水を飲んでいる。〉

②I'IIJ口泊着荷三個人。(入口に 2， 3人の人が立っている。〉

①の文は“飲む日動作の持続であり， よく副詞“正在・在日を伴うことが

ある。それに対'して，②の文は“立った日としう瞬間的動作の終了後の静止

状態(立っている)の持続を表わしている。

また動詞によっては“若口を付けて上の雨義を表わすものがある。例えば，

" J~~ï"とし、う動詞は，

他正在貼若者5報。(彼はいまポスターを貼っているところだ。〉

という文において，日着"は“貼る"という動作を持続させる働きをしてい

るIJ--'， 

iiW::磯上貼若海報。(れんがの墜にポスターが貼ってある。〉

という文では，“貼る"動作終了後の静止状態を持続させる働きをしてい

る。

以上の“動詞十着目の場合の意味の違いから“持続性動詞"を以下のよう

に三つに分類する。尚，動詞の例は馬 (1981)を参考とした。

く動作の持続のみを表わす動詞(後述の③の動詞))

捺設事問教改倣幹造査駕打{命拾拙演

洗別 j麗掃 J前拾修翻授推努裁抹吃喝嘗等

i戚;実花 ig!j求畏寅蔽投告訴分析比較批評表揚

答庭介紹研究など

く動作と静止状態の持続の両方を表わせる動詞(後述の⑤の動詞))

j1十 j寵揺貼装命n鎖関関匂壌蓋停蒙吊架種

栽携 牟 穿戴披潟印塔亥1] 1. 皮 塾 黙 縫 存 支 組
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{昔貸霊埋など

く静止状態の持続のみを表わす動詞(後述の⑥の動詞))

姑坐跨腕臥脆垂臥浮騎など

以上が，関南語「有/無」と共通認を対応させるために行った動詞の分類

である。ここでは，動作の持続と静止状態の持続の両方を表わせる動詞につ

いて，一方を動作の持続を表わす動詞(後述の⑤(1)の動詞〉に，もう一方を

静止状態の持続を表わす動詞(後述の⑤(2)の動詞〉に含めて考えることにす

る。このようにして出来た分類は次のようになる。

1-形容詞...①
一非動作動詞

|ー状態動詞・・・②

動詞-1 一非持続性動詞…③

一致作動詞-1 "_，~_，.， _，__ I-~I::静止 i生持続動詞・・・④⑤(1)
1-持続性動詞-1

」静止!生持続動詞・・・⑤(2)⑥

3 非動作動詞①②と「有/無J6)

形容詞は次のように「有/無」と共起できる。

(7) 1 u hoa吋1i.(伊有数喜。〉

(8) 1 bo hoan-hi. (伊無歓喜。〉

これを共通語と対応さぜると，

(9)・他高輿7)。

M) 他不高輿。

となる。否定形の対応は問題ないが，“{世高輿円とし、う 7肢は比較・対照の状

況がなければ不自然、である。関南語でもこのような状況であれば共通語の(9)

に相当する

ω 1 hoan-hi. (伊1歌夢欽;喜Oρ 〉

としう表現があるので， (7)の“有"を伴う表現と整然、と対応する表現が共通

話には存在しないことになる。

また状態動詞はどうかとしうと，共通語と以下のような対応をする。

ω Goa u ai i. (我有愛伊。〉く・我愛他。〉

(13) Goa bo ai i. (我無愛伊。〉く我不愛他。〉

制 1 u seng in lau-pe. (伊有成口老父。〉く・他像他父親。〉

紛 1 bo seng in 1忌u-pe. (伊無成口老父。〉く他不像他父親。〉

やはり状態動詞の場合も形容詞の場合と向じで，肯定形が問題となる。 例

えば，共通語の“我愛他"に対応する関南語はやはり
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M) Goa ai i. (我愛伊。〉

であり，“有"を用し、た表現に対応する共通語は存在しなし、。

また荒川(1981)は，状態動認の「信，愛，恨Jなどは“状態性"の他に

“自制性(自分の意志で制御できる性質)"を備えており，否定の“不"を伴

うと両義的になるという 8)。例えば

我不愛他。

とし、う文は

①私は彼を愛していない。〔一白fHU1生〕

②私は彼を愛さなし、。(十自昔話性〕

というように両義的である。これにあたる関南誌の表現は

肪 ①Goa bo ai I. (我無愛伊〉

~8) ②Góa 品企i i. (我愛伊)

である。つまり〔一自制性〕の否定には“無"を用い， (+自制i生〕の否定

には単純否定の“昭"を用いるのであるの。

さて，ここで「有/無」が非動作動詞と共超する場合の意味についてまと

めてみる。共通話との対応をみると， "#nf'は“状態・性質の否定日である

と言える。しかし“有"は

紛 Goa hun li. (我限汝〉

側 Goa u h註nli. (我有限汝〉

としづ肯定の二文が共に状態性をもち，“有"が状態性を表すのに不可欠で

はないとなると，単に“状態・性質の肯定"であるとは言えない。“有"を

理解するため，上の二文の意味的差異を考える必要があるo U9)は共通語“我

恨佑¥"に相当し，“私はあなたを恨んでいる"とし、う客観的な状態の描写で

ある。それに対し，制は共通話にこれ相当する表現がないが，意味的な菌の

みで近い表現を捜せば，

我的確恨{示。

となるであろう。つまり，この“有"は主観的な語気を状態に加える働きを

持っているのである。

4 非静止性動認③③⑤(1)と「有/無J

ω I註 lai. (伊有来。〉

1 bo lai. (伊無来。〉

僻 1 u be chit pun siau叩 at. (伊有寅一本小設。〉

1 bo be chit p立11siau-soat. (伊無実一本小説。〉
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上の文はえを持っている。ひとつは規則的反復で、あり，ひとつは過去性で

ある。

“逐日(tak-jit)く毎天)， 逐年(tak-ni)く毎年)， 逐11告 (tak-am)く毎天i史

上)"等，反復性を持った誌を伴うか，あるいはそのような文脈があれば，

「有/無」は動作の規則的反復性を意味するようになる10)。

倒 Goa tak-jit u khi hak・hau. (我J~ Iヨ有去事校。〉く・我毎天去事校。〉

倒 Goa tak-jit bo khi hak七au. (我逐日無去学校。〉く我毎天不去翠校。〉

共通話との対応をみてみると， ITh~南語の "41器"は共通話の“不日と対応し

ている。しかしITh~南語“有日は完全には対応していなし、。なぜなら共通語の

肯定の表現“我毎天去亭校"は関南語にも存在するからである O

鈎 Goa tak-jit khi hak-hau. (我逐!ヨ去学校。〉く我毎天去翠校。〉

締と鈎の意味的差異を考えると，倒は単なる事実の客観的措写で、あるのに

対し，舗は主観的な語気が強く出されるのである。例えば，自分が毎日，学

校に行っている事実を信じていない人に，その事実を信じさせようとするi待

は舗の表現を用いる。

また，今までも;規則的反復の動作が行ーわれていたというような条件があれ

ば，“未来日の表現が可能になる。例えば

鱒 1 bin-a-chai U lai. (伊明仔再有来。〉

この場合，l)、前からそのような規則的な反復性があり，現時もいつも通りに

来ることを主観的な語気を強めて言っているのである。

幻鈎を両義にさせる「有/無Jのもうひとつの働きは，以前“過去-l1"を

示すとして扱われていたものである 11)。対応する共通話は次のようである。

全力 Cha-khi goa註 chiahn亘goal1 png. (早起我有食雨碗飯。〉く・早上

我吃了間腕飯。〉

鱒 Cha-khi goa bo chiah nng oal1 png. (早起我無食南碗飯。〉く早上我

没有吃雨碗飯。〉

否定文は“没有"できちんと対応しているが，肯定文ではきちんと対応し

ていなし、。 上のような，つまり共通語において，完了の表す接辞“了日やそ

の否定“没有日と具体的な数量詞を伴ってつくられた形式は過去の事柄を表

出している 12)。しかし共通語との対応をみる限仏関南語の否定“無"は過

去を表しているといえるが，“有"はそのようにはいえなし、。さらに関南

誌には共通語の完了を表す接辞“了日に意味的に対応するものとして“11阿

(ah)口が存在している13)。

倒 Cha -khi goa chiah nng oan png ah. (早起我食用碗飯柄。〉く早上我
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i広了雨腕飯。〉

となると，ttJと紛の意味的差呉を考えなければならなくなる。紛は客観的な

事実であり，“都御飯何杯飯べましたか?日といった質問に対する答えであ

る。それに対して例は過去の事笑に主観的な語気を含めた表現であり，“初

御飯二杯も食べたって本当?"といった質問に“自分は本当に食べたんだ"

としづ語気を含めた表現で、ある。つまり， r有/無」はこの穫の動認につい

ても，以前言われていたように“過去テンス性"を示すための誌であると完

全には言えないのである。

今までは「有/無Jがこの程の動詞に先行する場合のみを考えてきたが，

非静止性動詞④⑤(1)の一部は“v+有/無口としう表現が可能であるO この

場合，共通語では次のように対応するO

~~ Goa be u. (我寅有。〉く我買得到。〉

Goa be bo. (我買無。〉く我貿不到。〉

ω Goa chhoe u. (我口有。〉く我主主得到。〉

U chhoe，品-kuchhoe bδ. (有口，昭拘口無。〉く投了，不過扶不

安IJo>

このように共通語のいわゆる「補語」の“歪IJ"と対応している O つまり“V

十有/無口は動作の行為に注目しているのではなく，結果に注目しているの

である O 制の否定はそのことを証明している。

しかし共通語の動詞に補語“到"がつく場合全てが“V十有/無口で対応

できるかというとそうではなし、。まずこの表現が可能な動誌を列挙する。

“買 (be)，借 (chioh)，口 (chhoe)く技>， 診 (than)<車交〉う 釣 (tio)，収

(siu)， 口 (theh) く牟>， 聴 (thian
)， 若 (khoan

)" 

これらに共通な特徴は動作終了後，何かを得る点である。 例えば“買っ

た日とし、う動作が達成した後は必ず“買ったもの日を得るはずであり，“捜

した円とし、う動作が達成した後は必ず“捜していたもの日を得るはずである。

また“V十有/無口の動詞が“捺 (thian)，着 (khoan)日といった知覚動

詞のfl寺， i有/無」は共通誌の“到日ばかりでなく“種目とも対応する。

02) Goa thia n 註. (我捺有。〉く我嬢得到。/我瀧得慢。〉

Goa thia n bo. (我蕗無。〉く1殺害不至Uo/我諜不慢。〉

例えば，“聞いた日とし、う動作が達成した後，“i:lTIいている音声日を耳で、得た

場合は“聴得到日になり，“聞いた日という動作が達成した後，“開いている

音戸"を理解して得た場合は "l~得憧"となる。二つの状況は異なるが，両

方とも“{語いているが音声"を得たかどうかに注目している。
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5 静止性動詞⑤(2)⑥と「有/無J

共通語に対応する語がj土II史的多様で、あるため，し、くつかに分けて考えてみ

る。

まず“場所詞十動詞十名詞"とし、う構造の存在文に「有/無Jが付いた場

合は次のような対応をみせる。

('33) 0・-pang付 ngu sia ji. (烏りj頂有潟字。〉く黒板上潟着字。〉

0・-pang-tengbo sia ji. (烏あり頂無潟字。〉く黒板上没潟若字。〉

例 Mug-kha-khau u khia chin che lang. (1'1う軍事口有竪真多人。〉く・I'IIJ

口姑着摂多人。〉

:M主g-kha-khaubo khia chin ch邑 lang. (1ヨIJ脚口無竪真多人。〉く門口

没有姑着棋多人。〉

織は，動詞が⑤(2)の例でこの場合「有/無」が共通誌の“ v着"“没有 v若日

ときれし、に対応する。さらに関南語では，⑤(2)の動誌を用いた存在文を共通

話の“着"に相当する語で表現できなし、。このことはつまり「有/無」が⑤(2)

の動認の静止状態の継続を表していることを示している。

制は，動詞が⑥の{9~で否定の“無"は“没有 v 着目と対応するが，肯定の

“有日は“ v差"と対応しなし、。なぜなら関南語にも共通語“ v (⑥の動詞〉

着目と白然な対応、を示す表現が他に存在するからである。 例えばωの肯定の

共通語に対応する関南誌は

締 Mug必la-khaukhia chin che lang. (I'IIJ間j口竪真多人。〉

となる。関南語において，⑥の動認の存在文は，その動詞が単独で用し、られ

静止性を表すのである14)。では“有"にどのような働きがあるのだろうか。

併の肯定文と紛の文の現れる場面の違いに注目しここでの“有日の働きを考

える。紛の文は“立っている"としづ状態のみに注目されている客観的な表

現である。それに対し倒の肯定文は，例えば動物思の嵐長が問題直前に客の

出足を尋ねた時の従業員の答えに用いられる。その時-の客が多し、か少ないか

とし、う判断は従業員が決めることである。つまり“有"がある文は状態の持

続に主観的な語気が加わっていると言うことができる。

また，関南語“有V在L/無V在L(場所詞)"は⑤(2)⑥の動詞共に次のよ

うに対応する 15)。

('3G 1 u -phio u tah ti sIn. (郵票有貼在{言。〉く・垂15票貼在信上。〉

Iu-phio bo tah ti sIn. (郵票無貼在信。〉く郵票没有貼在信上。〉

('37) 1 u che ti I-a. (伊有坐在椅{子。〉く・他坐在椅子。〉
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1 bo che ti i-a. (伊無坐在椅仔。〉く他没有坐在精子。〉

否定の“生果"は共通話の“没有"と対応して，静止状態の否定を表してい

るのだが，肯定の“有"は“無"のような自然な対応がみれなし、。なぜなら

関南認には“有η を付けない

~~ 1ιphio tah ti sin. (垂!)票HI~在{言。〉

倒 1 ch吾 tii・a. (伊坐在続{子。〉

という言い方が存在し，それが共通語の“V在じ3 と対応するからである O

ではID~南語の“有"の有無によって意味にどのような差異が生じるのであろ

うか。例えば，倒は，切手はどこにあるかという間いに対する答えに用いら

れ， ~~の肯定文は，親の“切手はちゃんと鮎つであるか"という間いに，手

紙を出しにし、く子供が間違えなく貼ってあると答える時に用いられる O つま

り“有"がない文が事実のみで，ここでは“貼ってある日状態を単に述べて

いるだけなのに対い“有"がある文は状態だけでなくそれに主観的な語気

を加えて述べているのである。

さらに⑤(2)⑥動詞の多くは) 1詞南語においても自動詞としての用法を作る

ことができ，その場合も「有/無Jと共起で、きる 16)。

ω Thang司a-mng u khui le. (窃仔門有関口。〉く・笛戸開着。〉

Thang-a-mng bδkhui le. (窟仔門無関口。)<窟戸没有関着。〉

ω I註 khiale. (伊有竪口。〉く・他姑着。〉

1 bδkhia le. (伊無竪口。〉く他没有姑着。〉

上のように“無"は“没有"と対応しているが，“有"はきちんと対応し

ているとは言えなし、。文末の“leη は動作・状態の静止を表わし， 文全体を

落若かせるために必要になる17)。つまり鱒のように関高語“le"を持つ文は

共通語の“若日を伴う文に意味的に対応するのである。

紛 Thang-a -mng khui le. (笛仔門関口。〉く笛戸開着。〉

では“有日にはどのような働きがあるのだろうか。紛の肯定文と締を意味

的に比較して“有"の{動きを考えてみる。倒がその状態が持続されていると

いう事実のみに注目しているのに対し，制は，例えば部屋に入った母親が空

気が悪いけど，窓は~~"、ているかどうかを尋ねた時に子供の答えになる。つ

まり，的)は事実だけでなく，発話者の確かにそうであるといった主観的な語

気が含まれた表現なのである。ここでも“有"はこのように主観的な語気を

表わしている。
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6 I有/無」の意味

今までは「有/無Jを共通話と対応させながら，その現象のみに注目して

きた。ここではそれらを総合して「有/無」の文法的意味について考えてみ

7こし、。

まず¥共通語との対応、で、現れた二つの問題を挙げる。

@動詞の性格，文の構造によって「有/無」の意味が異なる点。

J 有円がほとんどの場合主観的な語気を持っている点。

この二点は一見複雑そうだが，動詞に先行する「有/1!~f~J も広義の“存

在日を表す動詞とすると解釈できるのである18)。

第一点を考察するにあたって，まず共通語で“存在日と言われている例を

考えることから始める。

〔存在〕

鱒 Hit-peng註 Sl立“phio-chh立. (彼芳有笹票慮。〉く万名義有笹菜慮。〉

締 Hit-p吾ngbδsIu-phio-chhu. (彼労無答票露。〉く那裏没有答票底。〉

〔所有〕

紛 Goa u hit ki pit. (我有彼校筆。〉く我有j}j)校筆。〉

締 Goa bδhit ki pit. (我無彼校筆。〉く我没有那校筆。〉

これらの「有/無」の意味は箔単な函にすることができる。

存在していない 存在している

…・…無…一・…… i 有一一一一

A B C 

例えば，綿はA-B問の表現であり，紛はB-C間の表現である。そして

B点は存在し始めた点で，“あのベン"を買ったか，貰ったか，といった行

為によって存在するようになった点で、ある。しかし存在の表現は当然のこと

ながら， A-C間のある一点においての存在に注目されていて， B点でのど

のような行為が“ベン口を存在させるようになったか，それがいつから存在

し続けているかといった点については注目されてないのである。この存在と

いう点から〉動詞に先行する「有/無」を前述の動詞の分類に従って考えて，

一つ呂の問題を考察してみる。

非動作動詞①②はA-BI1司で“状態・性質"が存在していないのだから

“無"を用いる。 B-C簡では“状態・性質"の持続が存在しているので“有日

を用いる。
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静止性動詞⑤(2)⑥の時も同様に考えられる。 A-B関は動作が行われてな

いのだから“静止状態"は存在しないので“無"を用いるo B-C問は動作

後の静止状態が持続している。静止状態が持続され存在しているので“有口

を用い表現される。

ゴI::i持JJ:!IJ))詞③④⑤(1)は単独で、は瞬間の動作しか表さなし、。 A-B間ではそ

の動作が行われない，つまり存在しないので“無円を用いる。!探間動作なので

B点で、動作が行われた後， B-C間に状態としては何も存在しないがただ時

間の経過のみが存在する。つまり B点から発話の点までの時間の経過を存在

ととらえていることが，その!瞬間動作を過去Ii寺の行為とさせているのである。

またこの動詞が規則的反復を表しているIi寺は， B-C間で一回の瞬間動作

に注!~しているのではなし動作が規則的に繰返されるとしづ反復性に注目

されている。例えば，

納 I dk-ni註 khitiong-kok， Goa tak-ni bo khi tiong-kok. (伊逐年

有去中国，我逐年無去中国。〉く他毎年去中国，我毎年不去中国。〉

という文で，彼は毎年中国に行くので，規則的な反復が存在するが，私は

中j主!に行ったことがあっても，毎年としづ規則的反復は存在しないのである。

最後に④⑤(1)の動詞を用いた“v十有/無口について述べてみる。“ v"

の動作そのものはここでは問題にされてはなく，動作終了後その場に残った

物が存在しているかが問題になっている。言い換えれば“ v十有/無日は達

成・到達したとし、う結果を物や他の何かで得ているかどうかが問題にしてい

るのである。例えば前述したように“口有く技到〉日は，捜すという行為の

結果みっかり，捜していた対象物がある場所に存在しているということで，

“己無く技不到〉日は捜すという行為の結果みつからず，対象物も存在してい

ないということである。

以上のように「有/無j を存在の動詞とすることで動詞の性格による意味

の達し、が理解できる。

二つ目の“有"に主観的な語気が伴うという点も“有日が存在を表わすこ

とと関わってくる。まず，共通語でも用いられる，存在するものが名詞の場

合を考えてみる。

ω 0・-pang-tengu ji.く烏杭頂有字。>(黒板上有字。〉

ω Goa u hit pun chheh. く我有彼本問。>(我有那本書。〉

~1~の“有η は狭義の存在，帥の“有刊は狭義の所有である O 制の“字日の

存在は必ず黒板の上でなくてはいけないが，締における“あの本"はどうか

というと，必ずしも発話の時点で自分が抱えている必要はないのである。自
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分の家にあっても，他人に貸していても，いっこうに府‘わないのである。こ

こで問題なのは“私"と“あの本"の関係で¥“汚げま"しているかどうかは

発話者だけが知っているのである。例えば本屋の}苫員が“あの本日を手に持

って客に渡しに行くとき，その姿を自ら側で表現することはできなし、。しか

しj古員と“あの本刊の関係がないことを全く知らない人なら倒のように言う

ことヵ:で、きる。

制 I註 hitpun chheh. く伊有彼本1TIlo>(他有那本書。〉

~~ Goa u ch註-siロ.く我有自信。>(我有自信。〉

更に~~のように存在物が具体的なものではない場合では発話者の主観が際

立って強く表現される。

つまり狭義の存在が具体的な物の(広義の〉存在を表現しているのに，狭

義の所有は発話者の主眼によって(広義の〉存在を表現し，特に具体的な存

在物ではない持は主観が強く表現されるのである。

動詞に先行する“有"に自を向けてみる。例えば①の動詞を例にとると，

紛 Toh-a-teng u chheng-khi. (巣仔頂有清気。〉く・宗子上干浄。〉

~~ 1註 i在u-srt. (伊有老寅。)く・他老寅。〉

~~の“存在日，倒の“所有"共に主観的な語気を伴う。これは動詞に先行す

る“有日は存在物が極めて抽象的な“動作・性状"であるためである。“泉

仔頂η とし、う具体的な場所であっても，“清気口とし、う状態は発話者の主観

が伴うのである。しかし動詞に先行する“有日は必ず主観的な語気を伴うと

は言えない。例えば

(斜 0・-pang-teng註 siaji. (烏むlj頂有潟字。〉く黒板上潟着字。〉

という⑤(2)の存在文では主観的な語気はなく共通語と向様に描写的，客観的

な状態を表現しているO これは“烏りJ頂日が具体的な場所ーであり，かつ“潟日

が“字η をある場所に“付着円させる性質があるからである。つまり併で

“烏杉51真日に存在するのは“字日なのである O そして今まで二つに分けてき

た③(1)と③(2)は関南語の「有/無」との共起で、みると“所有"と“存在日の関3

係になるのである。勿論，③(1)の動詞で‘は主観的な語気が現れる。

同 Goa u sia ji. (我有寓字。〉

以上のことから“有"を用いた表現に主観的な語気が伴うのは，主諮が具

体的な場所でない場合，または存在物が具体的な事物で、ない表現の場合であ

ることが理解できた。

拙論では「有/無j の文法的意味について考えてきた。そして「有/無」

は存在の動認であり，“有日が他の動詞と共起する特に現れる主観的な語気
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もそれに起因する，と論じた。

今後は更に「有/無Jと“走"あるいは「有/無」と静止状態を示す“le日

といった要素との相互関係に注目していきたい。

〈注〉

1 )関南語は教会ローマ字で示した。( )内は適すると思われる関南語の漢字で，く〉

内は対応する共通語である。また!謁南語に適する漢字がない場合は口で、示した。

2) *は成立しないことを表わす。

3)共通語にもi間南語のように動詞の前に用いることができるが H有"があるが，それ

らは「有吃有穿Ji有来有去」などのように，慣用句の形で現れるのみであるO

4)ここで調査の対象とした関南語は“台湾問南語"であるO インフォーマントとして

関南語を母語とする麗沢大学識部・彰春陽先生，別科生数名に御協力頂いた。ここに

感謝の意を表したし、。

5)状態動詞としづ名称は荒川 (1980)によるO

6)非動作動詞の全てが「有/無」と共起で・きるとは言えなし、。それらの多くは状態性

を欠く動詞であるO 例えば繋合的な“走 (si)姓 (sen
) 叫-(kio)"，知覚・認識を表

わす“知影 (chai“iall
) 口 (bat)く認識〉n，是非を表わす“好 (ho) 針 (ti6h)日能額

動詞“際該(をnh-kai)敢 (kan
)" 望ましくない感じを表わす形容詞 (SusieS. Cheng 

(1981)が詳しい〉“刺 (chhi)頒(lan)"などがあるO

7) ・は共通語のみに用い，“関南語と対応してはし、ないが，意味的・肯定否定の関係

から最も適すると判断した表現"を示す0

8) i自制性j としづ概念は日本語学の久野(1973)からである O

9) P. J. Li (1971)，樋口(1977)も指摘している通り， r悟Jには二つのタイプがあ

るO 一つは意欲の否定であり， もう一つは単純否定であるO

10)“茨知的反復"とは広義であり H翠横"と狭義の“規良目的反復"も含む。山田 (1984)

『アスペクト論~ p. 134，....__.d. 138を参考。

11)李(1950)，台湾総督府(1932)など。

12) chao (1968) p. 702 "，....__.if there is a quantified object and the verb refers to past 

action， a perfective-aspect suffix le is required.日を参考とした0

13)共通語の完了が「了/没有」となるからといって，関南語で「柄/無Jとすること

はで、きなし、。

1 u khi ia-sI 1 bo khi? (伊有去抑是伊無去7)
1 khi ah ia-si 1 iau-boe 1品i? (伊去鴨抑是伊猶未去〉

ニつの反復疑問文にみられるように，関南語には「有/無JiI靭/猶未Jという整然

とした二組の関係が存在するのであるO 日猶未"は共通語の日還没有"に相当するO

この点については Lin(1975)が詳しく述べているO

14)共通語の⑥について荒川 (1980)は「実際これらの動詞が使われるのは~“在日や

“若月と結合してであり，動詞そのものについては，....__.boundfromともいえるのであ
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る。」と述べているが， I~DfÝi語の存在文では単独で)fjいられる。

15)“開 (kui) 関 (koain
) 租 (cho) SJ~ (so) 借 (chioh) 包 (pau)円など付義する 1~ミ

質を持たなL 、動詞はV在 LHI~'文はつくれなし、。

16) ⑤(2)の動詞全てが l~l Iff}J詞的j司法ができるのはなし、o "'X'!; (sia)， n~!fi (siu)，笠 (oe)

題 (te)，刻 (khek)，撃 (cham)"など、{土地動詞の素性だけを有する動詞であるため F

自動詞i'l分用法ができなし、。

17)“口(le)日が付ーかなければ，⑤{坊は③(1)とのi度l床さが生じ，⑥は成立しなし、。

18) 1~\]fy~T誌の「有/無J の意味“所有"と“存在円を広義の“存在円に含めることは樋

口(1977)で述べられている。

19)μ無 (bδ〉く没有〉円も同様に主観性を備えているが， この論では共通話との対照で

差異がみられた“有円のみに注目するO
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